
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

神岡地区

令和２年１２月

岐阜県飛騨市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

H　　年　月

事後評価

見込み・確定の
別

H　　年　月

1年以内の
達成見込み

指標３ 市街地宿泊者数 人／年 7200

その他の
数値指標１

指　標 従前値

H　　年　月

総合所見

　江馬氏館跡、レールマウンテンバイク
ガッタンゴーの観光客数の増加が大きな
達成の要因となった。江馬氏館跡につ
いては国の名勝への指定、レールマウ
ンテンバイク　ガッタンゴーについては新
たに渓谷コースが追加されたことが大き
な要因であったと考えられる。また、平
成31年度4月に新たにオープンした道の
駅スカイドーム内のひだ宇宙科学館カミ
オカラボも増加の要因となったと考えら
れる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

　江馬氏館跡、レールマウンテンバイク
ガッタンゴーの人気上昇に伴う観光客数
の増加により、街歩きガイドの利用者も
増加したものと考えられる。また本事業
で街歩きガイドの発着点に広場を整備
し、関連事業の街なみ環境整備事業で
は街歩きガイドのルートに歴史遺産であ
る水屋の整備やポケットパークの整備を
実施したことによりルート上の観光ス
ポットが充実したことも利用者の増加に
つながったと考えられる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

　レールマウンテンバイク　ガッタンゴー
などの観光施設や街歩きガイドの利用
者の増加に伴う観光交流人口の増加が
宿泊者数の増加につながったものと考
えられる。

1年以内の
達成見込み

60400

見込み・確定
の別

40000 〇

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

〇

〇

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

66,312

計測時期

R2年５月

R2年５月

〇

878

〇

8600 7,715 R2年５月

570

指　標 従前値 目標値

指標１ 観光交流人口 人/年 36000

指標４

指標２ 街歩きガイド利用者数 人／年 314

指標５

400

7560

〇

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

本事業で整備された広場、公園、駐車場等の適切な維
持管理

神岡地区内の周遊性の向上

駐車場不足の解消

冬でも歩きやすい空間の確保

特記事項なし。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

市及び各種団体等で構成する委員会が発足し、殿・坂巻地区内
の観光施設等（道の駅スカイドーム、江馬氏館跡、神岡城、レー
ルマウンテンバイク　ガッタンゴー）の周遊性を向上させるための
検討を行う。
事業用地取得に向け、情報収集を実施中。

R2年度、整備区域拡大に向け既存消雪施設（井戸）の供給可能
な水量を確認するため揚水試験を実施予定。

具体的内容

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

実施時期

実施した結果

・パトロール及び地域住民からの情報提供による補
修箇所の早期発見により、適切な維持管理を実施
中。

特記事項なし。

・修繕対応箇所の早期発見のための施設パトロールの実施
・地域住民からの情報収集

実施した具体的な内容

検討会議のスケジュールに遅延が生じている。

事業用地の確保が課題となる。

限られた水量を利用する整備となるため整備箇所の選定が課題
となる。

今後の課題　その他特記事項

引続き維持管理を継続する。

第１回会議は７月開催予定


